
 

 

参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度当初予算案における主要な事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 室 名 

教 育 部 

  



 

新規事業及び重要事業総括表 

Ⅰ 総 額 

【一般会計】 

区分 令和８年度 令和７年度 伸び率 

予算総額 ４，３４４，２０２千円 ３，６０９，８３３千円 ２０．３％ 

一般会計構成比 ９.２％ ８.４％  

 

 

Ⅱ 主な新規事業及び重要事業                         （単位 千円） 

施策１－２ 学校教育の充実 

Ｐ １       学力向上支援事業             【学校支援課】  ３３，５８５ 

Ｐ ２  一部新規等  小学校ふれあいサポート事業        【学校支援課】  ８０，３４５ 

Ｐ ３  一部新規等  適応指導教室活用事業           【学校支援課】  ２０，６０５ 

Ｐ ４  一部新規等  小学校給食運営事業            【教育総務課】 ６６５，２０３ 

Ｐ ５       鴻巣市立外小学校等給食費等多子世帯保護者負担軽減事業  【教育総務課】     ４５１ 

          鴻巣市立外中学校等給食費等多子世帯保護者負担軽減事業  【教育総務課】     ２５７ 

Ｐ ６       中学校給食運営事業            【教育総務課】 ４１８，１５５ 

（令和７年度繰越予算 １８，５６８） 

Ｐ ７  一部新規等  児童生徒体力向上推進事業         【学校支援課】   ６，４３２ 

Ｐ ８  一部新規等  小学校教育 ICT環境整備事業        【教育総務課】 ６８８，３４０ 

     一部新規等  中学校教育 ICT環境整備事業        【教育総務課】 ３４０，００６ 

Ｐ ９       小学校施設改修事業            【教育総務課】  ４６，３６１ 

Ｐ１０       中学校施設改修事業            【教育総務課】  ２８，２４２ 

（令和７年度繰越予算 １５，３２８） 

Ｐ１１       小・中学校適正規模及び適正配置事業    【教育総務課】      ６１ 

Ｐ１２       （仮称）川里義務教育学校整備事業     【教育総務課】  １４，０７０ 

Ｐ１３  一部新規等  地域人材活用事業             【学校支援課】   ５，４９９ 
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学力向上支援事業 

 

担当 学校支援課 指導担当 

内線 ３３１０     

 

１ 目 的 

支援員の配置やＩＣＴを活用した個別最適な学びにより、児童一人一人の学力の底上げを図る。 

 

２ 事業内容 

（１） 各校の実情に応じて学力向上支援員や理科支援員を配置し、算数及び小学校理科の授業へ

の支援を行う。 

・配置人数  学力向上支援員 １１名  理科支援員 ４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）データ解析による個別最適な学びを実践するためのシステムを構築する。 

・小学３～６年生については、学力調査を実施し、Web分析システムによる児童の学力のデー 

タ化及び成績に合わせた苦手克服カリキュラムの自動生成により、児童の状況に応じた学習 

を提供する。 

・小学１～２年生・特別支援学級については、一人一人の認知特性と読み書きスキルを把握し、 

それぞれの特性に合わせた学習を提供するドリルソフトを導入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予算額 ３３，５８５千円 
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小学校ふれあいサポート事業 

 

担当 学校支援課 教育支援センター 

電話 ０４８－５６９－３１８１   

 

１ 目 的 

共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムとして、個別の教育的ニーズのある児童に対

して、自立と社会参加を見据えて、教育的ニーズに最も的確に応える指導を提供できる多様で柔軟な

仕組みを整備する。小学校における通常の学級、通級指導教室、特別支援学級等、連続性のある「多

様な学びの場」を用意する。 

 

２ 事業内容 

特別支援学級や通級指導教室に指導員を配置し、障がいのある児童一人一人に応じた介助・学習支

援を行うとともに、障がいによる学習上、生活上の困難を克服し、自立に向けて必要な知識及び技能

の習得を支援する。 

令和８年度は、屈巣小学校に自閉症・情緒障がい特別支援学級を設置し、田間宮小学校に知的障が

い特別支援学級、鴻巣南小学校に発達障がい・情緒障がい通級指導教室、鴻巣東小学校と吹上小学校

に難聴・言語障がい通級指導教室を増設する。 

また、令和８年４月に医療的ケア児が入学予定のため、看護師を配置する。 

 

３ 予算額 ８０，３４５千円 

 

  特別支援学級及び通級指導教室の設置数（令和８年度予定） 

特別支援学級及び通級指導教室 設置数 

特別支援学級（知的障がい） １５ 

特別支援学級（自閉症・情緒障がい） １４ 

通級指導教室（難聴・言語障がい） ９ 

通級指導教室（発達障がい・情緒障がい） ４ 

 

 

 

 

 

 

特別支援学級の授業の様子  

一部新規・拡充 
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適応指導教室活用事業 

 

担当 学校支援課 教育支援センター 

電話 ０４８－５６９－３１８１ 

 

１ 目 的 

不登校児童生徒に対し、「鴻巣市適応指導教室（Let’s教室）」を設置し、心理的安定や基本的な生

活習慣の育成、社会性を身につけることを重視し、個別や小集団での学習や体験活動等を通じて、集

団生活への適応力を高め、通級児童生徒への支援を行う。 

また、集団生活や学級での活動に不安を感じる児童生徒及び不登校児童生徒等に対して、学びの場

を確保し社会的自立を促すことを目的に、学校内へ「校内教育支援センター（With）」を設置する。 

 

２ 事業内容 

不登校または不登校傾向児童生徒の自立を促し、社会への適応や在籍校への復帰を支援するため、

教育支援センター内に適応指導教室（Let's 教室）を設置している。令和７年９月から、ニーズの高

かった午後も開室している。一人一人の学習における課題や進捗状況を確認し、個別や小集団での指

導を効果的に行いながら、「わかる喜び」「できる楽しさ」を味わえる学習を目指す。 

令和８年度は、「給食を食べること」が登校へつながる一つのきっかけとなるよう、教育支援センタ

ーにおいて給食試食会を実施する。 

また、登校はできるがクラスに足が向かない児童生徒への学習支援を行うため、小・中学校に校内

教育支援センター（With）を設置し、児童生徒の学びの場の確保や居場所づくりを進めている。令和

６年９月から令和７年度までに小学校２校、中学校４校に設置したが、令和８年度は、未設置の中学

校４校に設置する（中学校は全校設置）。 

 

３ 予算額 ２０，６０５千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適応指導教室（Let's教室）の様子 

一部新規・拡充 
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小学校給食運営事業 

 

担当 教育総務課 学校給食担当 

電話 ０４８－５４３－５３３３ 

 

１ 目 的 

学校給食が児童の心身の健全な発達に役立ち、かつ、食に関する正しい理解と判断力を養う食育に

も大きな影響を与えることを鑑み、学校給食法に基づき、安全・安心でおいしい学校給食を提供する。 

 

２ 事業内容 

（１）小学校給食運営 

単独調理方式により、学校給食調理等業務委託業者が、自校の給食室で調理した学校給食を提供す

る。 

 

（２）小学校給食費保護者負担軽減 （予算額 ２９１，７２０千円） 

  国の学校給食費の抜本的な負担軽減（いわゆる給食無償化）事業を活用し、保護者の負担を軽減す

る。 

 

３ 予算額 ６６５，２０３千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度市民の日記念献立 

市長からのビデオメッセージ放映 

～鴻巣ひなちゃんパン、豚肉と鴻巣梨のきらめきソース、コスモスサラダを提供～ 

一部新規・拡充 
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鴻巣市立外小学校等給食費等多子世帯保護者負担軽減事業 

鴻巣市立外中学校等給食費等多子世帯保護者負担軽減事業 

 

担当 教育総務課 学校給食担当 

電話 ０４８－５４３－５３３３ 

 

１ 目 的 

多子世帯の経済的な負担軽減を図る。 

 

２ 事業内容 

１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者から数えて３人目以降の児童生徒の

市立外小・中学校等の給食費等について、本市小・中学校の給食費を限度に給付する。 

 

３ 予算額 ７０８千円 

鴻巣市立外小学校等給食費等多子世帯保護者負担軽減事業 ４５１千円 

鴻巣市立外中学校等給食費等多子世帯保護者負担軽減事業 ２５７千円 
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中学校給食運営事業 

 

担当 教育総務課 学校給食担当 

電話 ０４８－５４３－５３３３ 

 

１ 目 的 

学校給食が生徒の心身の健全な発達に役立ち、かつ、食に関する正しい理解と判断力を養う食育に

も大きな影響を与えることを鑑み、学校給食法に基づき、安全・安心でおいしい学校給食を提供する。 

 

２ 事業内容 

（１）中学校給食運営 

共同調理方式により、学校給食調理等業務委託業者が、中学校給食センターで調理した学校給食を

市内８校へ配送し提供する。 

 

（２）学校給食費の多子世帯保護者負担軽減 （予算額 ３，５４７千円） 

  １８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者から数えて３人目以降の生徒の市立

中学校の給食費を免除する。 

 

（３）学校給食食材費高騰分への支援 （予算額 １８，５６８千円 繰越明許） 

  国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、令和８年４月から令和９年３月分までの

生徒の学校給食食材費高騰分を支援する。 

 

３ 予算額 ４１８，１５５千円 

（令和７年度繰越予算 １８，５６８千円） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合併２０周年記念事業中学校給食試食会の様子 
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児童生徒体力向上推進事業 

担当 学校支援課 健康教育担当 

内線 ３３１４         

 

１ 目 的 

児童生徒の健康の増進と体力の向上を図るため、鴻巣市児童生徒体力向上推進委員会を組織する。 

鴻巣市体力向上推進研究委嘱校として、小学校２校、中学校１校において、体力つくり・授業研究会

を実施し、体育授業の改善に向けた協議を行い、指導の質の向上を図る。また、保護者の啓発を図る

広報誌を作成するなど、本市の児童生徒の健康・体力向上を目指した取組を推進する。 

 

２ 事業内容 

令和８年度から、新たに小学校における水泳指導について、専門的な知識や技能を有する民間事業

者へ指導を委託することで、教職員の負担軽減を図るとともに、専門性を生かした指導を通して児童

一人一人の技能や発達段階に応じた学習の充実を図る。 

令和８年度は鴻巣北小学校をモデル校として実施し、指導内容や運営方法、効果及び課題を検証し

た上で、今後の展開について検討する。 

・小学校水泳指導業務委託料 （予算額 ６，１６０千円） 

 

３ 予算額 ６，４３２千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一部新規・拡充 
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小学校教育ＩＣＴ環境整備事業・中学校教育ＩＣＴ環境整備事業 

 

担当 教育総務課 総務担当 

内線 ３３６４       

 

１ 目 的 

フルクラウドのＩＣＴ環境を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実の実

現及び教職員の校務の負担軽減・ワークライフバランスの向上を図るため、小・中学校における教育

ＩＣＴ環境の保守管理を継続する。 

また、小・中学校における教育ＩＣＴ環境の更新に合わせて、１人１台端末の購入と高速通信ネッ

トワークを整備し、ＣＢＴ（オンラインによるテスト）やデジタル教科書等、今後さらに見込まれる

学習者用端末等による利用機会の増加に備える。 

 

２ 事業内容 

【継続】 

・学習者用端末修繕 

     （予算額 小学校３，４６５千円 中学校１，４８５千円） 

・全小・中学校等へのインターネット接続環境と教職員モバイルルーター通信環境の提供 

（予算額 小学校１８，５３８千円 中学校８，２５９千円） 

   ・現行のＩＣＴ環境基盤の保守延長、ＩＣＴサービスの使用延長 

   （予算額 小学校１３７，３９１千円 中学校５８，８８３千円）   

【新規】 

・学習者用端末、指導者用端末、学校共用端末、図書システム用管理端末、高速通信ネットワー

ク機器等の購入 

・学習者用端末と指導者用端末の設定及び校務支援システム更新業務等 

・学習者用端末と指導者用端末のインナーバック等 

（予算額 小学校５２８，９４６千円 中学校２７１，３７９千円） 

 

 

３ 予算額 

小学校教育ＩＣＴ環境整備事業 ６８８，３４０千円  

中学校教育ＩＣＴ環境整備事業 ３４０，００６千円 

 

 

 

  授業での ICT環境利用の様子 

一部新規・拡充 
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小学校施設改修事業 

 

担当 教育総務課 施設管理担当 

内線 ３３６７         

 

１ 目 的 

公共施設等総合管理計画に基づく、個別施設計画に位置付けられた修繕計画を基本とし、老朽化し

た学校施設を計画的に改修することにより、児童が安全かつ快適に学校生活を送ることができる教育

環境を整備する。 

 

 

２ 事業内容 

・赤見台第一小学校①棟⑥棟⑪棟屋上防水等改修設計業務委託 （予算額 ９，０９５千円） 

・体育館空調設備設計業務委託（５校分） （予算額 ３５，３０２千円） 

・下忍小学校砂場新設工事 （予算額 １，９６４千円） 

 

 

３ 予算額 ４６，３６１千円 

 

 

 

      

 

鴻巣中央小学校：Ｒ７年度実施（屋上防水等改修工事） 
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中学校施設改修事業 

 

担当 教育総務課 施設管理担当 

内線 ３３６７         

 

１ 目 的 

公共施設等総合管理計画に基づく、個別施設計画に位置付けられた修繕計画を基本とし、老朽化し

た学校施設を計画的に改修することにより、生徒が安全かつ快適に学校生活を送ることができる教育

環境を整備する。 

 

 

２ 事業内容 

・体育館空調設備設計業務委託（４校分） （予算額 ２８，２４２千円） 

  ・鴻巣西中学校施設移設等設計業務委託  （予算額 １５，３２８千円 繰越明許） 

 

３ 予算額 ２８，２４２千円 

（令和７年度繰越予算 １５，３２８千円） 

 

 

 

 

  【空調設置イメージ】 

  

文部科学省ホームページより                   鴻巣市立総合体育館 
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小・中学校適正規模及び適正配置事業 

 

担当 教育総務課 小・中学校適正配置担当 

内線 ３３６３              

 

１ 目 的 

「鴻巣市立小・中学校の適正規模及び適正配置に関する基本的な考え方」に基づき、対象となる地

域や保護者との意見交換を行い、学校規模の適正化を進め、こどもたちにとってより良い教育環境を

整備する。 

 

 

２ 事業内容 

大芦小学校の今後の方針に関する検討 

大芦小学校と吹上小学校との統合に向けて、これまで実施してきた「鴻巣市立小・中学校のあり

方研究懇話会」や「意見交換会」等の内容を踏まえ、改めて、保護者をはじめとした地域の方々と

の意見交換を行った上で、学校の運営状況等を踏まえて方向性を定める。 

 

 

３ 予算額 ６１千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大芦小学校 
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（仮称）川里義務教育学校整備事業 

 

担当 教育総務課 小・中学校適正配置担当 

内線 ３３６３              

 

１ 目 的 

小学校・中学校を一体的に整備し、川里地域の各校が抱える様々な課題に対応するとともに、９年

間一貫性のある教育活動を含めた学校運営による教育効果の向上を図り、教育先進都市を目指す本市

の新たな拠点として、新しい時代の学びを実現する義務教育学校の新設に向けて取り組む。 

 

 

２ 事業内容 

川里地域の学校新設に向け、建設予定地の用地買収等を行う。 

 

 

３ 予算額 １４，０７０千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当用地 
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地域人材活用事業 

担当 学校支援課 健康教育担当 

内線 ３３１４         

 

１ 目 的 

広く豊かな経験や専門的な知識・技術をもつ社会人を、読み聞かせや図書ボランティア、総合的な

学習の時間等のボランティア、学校応援団として学校教育への導入を図り、児童生徒の個性の伸長と

多様な成長を期する。また、大学生による学習ボランティアを活用し、個に応じたきめ細かな教育の

充実を図る。 中学校においては、部活動外部指導者として地域人材の導入を図るとともに、部活動の

地域展開に向けた体制づくりを推進する。 

 

２ 事業内容 

子どもたちが継続してスポーツや文化活動に親しめる環境を整備し、部活動の地域展開を円滑に進

めるため、令和８年度から部活動の受け皿となる地域クラブの設立を支援する補助金を新たに創設し、

地域クラブが安定した運営体制を整え、円滑に活動を開始できるよう支援する。 

立ち上げ期に必要となる備品購入や指導者への謝金、運営準備等に要する経費の一部を補助するこ

とで、地域クラブの円滑な運営開始を後押しし、あわせて、学校部活動から地域クラブへの移行を段

階的に進め、地域主体による持続可能な活動体制の構築につなげていく。 

・地域クラブ運営補助金 （予算額１，５００千円） 

 

３ 予算額 ５，４９９千円 

 

 

 

 

 

 

一部新規・拡充 

  バスケットボール部 

  サッカー部 


